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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第211期
第２四半期
連結累計期間

第212期
第２四半期
連結累計期間

第211期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日　

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日　

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日　

売上高（百万円） 701,322 748,378 1,535,242

経常利益（百万円） 45,869 1,931 121,548

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失(△)（百万円）
25,569 △4,959 95,467

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
12,513 △7,792 80,440

純資産額（百万円） 818,624 819,795 874,094

総資産額（百万円） 1,798,580 1,779,018 1,829,661

１株当たり四半期（当期）純利益　金

額又は１株当たり四半期純損失

金額(△)（円）

9.54 △1.89 35.63

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 44.7 45.2 46.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
10,608 △3,786 162,345

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△119,204 △24,138 △172,305

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
68,781 9,386 △7,212

現金及び現金同等物の四半期末　（期

末）残高（百万円）
71,216 73,761 92,048

　

回次
第211期
第２四半期
連結会計期間

第212期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日　

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日　

１株当たり四半期純利益金額又は　１

株当たり四半期純損失金額(△)

（円）

0.13 △5.39

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２　売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれていない。

以降においても、売上高の金額には消費税等は含まれていない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

４　第211期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し、遡及処理している。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社（当社、子会社66社、関連会社67社、計134社）が営む

事業の内容について、重要な変更はない。

また、主要な関係会社に異動はない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前連結会計年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はない。

２【経営上の重要な契約等】

該当事項なし。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社及び連結子会社（以下、本書面では

「当社グループ」という）が判断したものである。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費の持ち直し、設備投資の下げ止まり等の動きが見ら

れるものの、東日本大震災の影響により、企業収益の減少、雇用情勢持ち直しの動きに足踏みが見られること等依然

として厳しい状況にある。

このような経済情勢のもとで、都市ガスの販売については、工業用需要が発電用需要増等により増加したものの、

気温影響による家庭用需要の減少及び震災・省エネ影響による既存設備の稼働減に伴う業務用需要の減少等によ

り、ガス販売量が前年同期比0.1％増の6,940百万ｍ
3
にとどまった。原料費調整制度に基づく料金単価の上方調整等

により、都市ガス売上高は前年同期比6.2％増の554,400百万円となった。この都市ガス売上高の増加に加え、その他

エネルギー（電力）売上高の増加等を受け、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同期に比べ47,056百万円増

加し、748,378百万円となった（前年同期比6.7％増）。

一方、経営効率化の一層の推進を図り、費用の抑制に最大限の努力を重ねてきたものの、原油高の影響でガス原材

料費が増加したこと、及び退職給付数理計算上の差異の負担増等により、営業費用は前年同期に比べ93,377百万円

増加し、746,639百万円となった（前年同期比14.3％増）。

この結果、営業利益は前年同期に比べ46,320百万円減少し、1,739百万円となった（前年同期比96.4％減）。

また、経常利益も43,938百万円減少し1,931百万円となった（前年同期比95.8％減）。これに加え、投資有価証券

評価損4,835百万円を特別損失に計上し、法人税等を計上した結果、△4,959百万円の四半期純損失となった。

セグメント別の業績は、次のとおりである。

①　都市ガス

家庭用需要については、前年同期に比べ3.1％減少し、1,317百万ｍ3となった。

また、業務用需要は14.1％減少し1,348百万ｍ3、他ガス事業者向け供給は0.3％減少し916百万ｍ3となったが、工

業用需要は8.8％増加し3,358百万ｍ3となり、ガス販売量合計では0.1％増加し6,940百万ｍ3となった。

原油価格上昇に伴う原料費調整制度に基づく料金単価の上方調整等があったため、売上高は554,400百万円と

なり、前年同期に比べ32,570百万円増加した（前年同期比6.2％増）。

一方、原油高の影響で原材料費が増加したこと等により、営業費用は73,316百万円増加した（前年同期比15.7

％増）。この結果、セグメント利益は14,260百万円と前年同期に比べ40,746百万円減少した（前年同期比74.1％

減）。

②　器具及びガス工事

売上高は77,637百万円と前年同期に比べ2,820百万円増加した（前年同期比3.8％増）。営業費用は3,116百万

円増加した（前年同期比4.2％増）。この結果、セグメント利益は510百万円と前年同期に比べ297百万円減少した

（前年同期比36.7％減）。

③　その他エネルギー

売上高は134,238百万円と前年同期に比べ28,778百万円増加した（前年同期比27.3％増）。営業費用は30,691

百万円増加した（前年同期比30.6％増）。この結果、セグメント利益は3,204百万円と前年同期に比べ1,914百万

円減少した（前年同期比37.4％減）。

④　不動産

売上高は14,795百万円と前年同期に比べ1,732百万円減少した（前年同期比10.5％減）。営業費用は399百万円

減少した（前年同期比3.2％減）。この結果、セグメント利益は2,600百万円と前年同期に比べ1,332百万円減少し

た（前年同期比33.9％減）。

⑤　その他

売上高は73,418百万円と前年同期に比べ2,317百万円増加した（前年同期比3.3％増）。営業費用は3,592百万

円増加した（前年同期比5.3％増）。この結果、セグメント利益は1,501百万円と前年同期に比べ1,275百万円減少

した（前年同期比45.9％減）。
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なお、参考のため、セグメント別の売上高及び構成比を示す。

セグメント

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

都市ガス 521,830 66.0 554,400 64.9

器具及びガス工事 74,817 9.5 77,637 9.1

その他エネルギー 105,460 13.4 134,238 15.7

不動産 16,527 2.1 14,795 1.7

その他 71,101 9.0 73,418 8.6

合計 789,738 100.0 854,489 100.0

調整額        △88,415 ― 　　　△106,111 ―

連結 701,322 ― 748,378 ―

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間においては、税金等調整前四半期純損失の計上に対し、減価償却費の計上及び固定資

産の売却による収入等があったものの、有形固定資産の取得及び自己株式の取得による支出等があり、現金及び現

金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ18,287百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末

には73,761百万円となった（前連結会計年度末比19.9％減）。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりである。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果減少した資金は、当第２四半期連結累計期間において3,786百万円となった。

これは、税金等調整前四半期純損失の計上に対し、固定資産の減価償却費が計上（70,214百万円）されたもの

の、法人税等の支払（23,533百万円）、たな卸資産の増加（22,433百万円）及び仕入債務の減少（15,799百万

円）があったこと等によるものである。

また、これは、前第２四半期連結累計期間に比べ14,394百万円の支出の増加（収入の減少）となる（前年同期

は資金増加）。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は、当第２四半期連結累計期間において24,138百万円となった。

これは、固定資産の売却による収入（45,628百万円）があったものの、ガス供給設備をはじめとする有形固定

資産を取得して58,735百万円を支出したこと等によるものである。

また、これは、前第２四半期連結累計期間に比べ95,066百万円の支出の減少となる（前年同期比79.8％減）。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果増加した資金は、当第２四半期連結累計期間において9,386百万円となった。

これは、自己株式の取得による支出（34,026百万円）及び長期借入金の返済による支出（14,019百万円）が

あったものの、長期借入れによる収入（37,648百万円）及び社債の発行による収入（20,000百万円）があったこ

と等によるものである。

また、これは、前第２四半期連結累計期間に比べ59,395百万円の収入の減少となる（前年同期比86.4％減）。
　
(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

『株式会社の支配に関する基本方針について』

当社は、「2009～2013年度グループ中期経営計画」の策定等を踏まえ、平成21年３月25日開催の取締役会におい

て、以下のとおり「当社グループの経営理念および経営の支配に関する基本方針」の改定を決議した。
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当社グループは、首都圏を中心に1000万件超のお客さまへ安全かつ安定的に都市ガスを供給するとともに、ガス、

熱、電力等各種エネルギーやそれらの付加価値のベストミックスをお客さまへ提供し、「快適な暮らしづくり」と

「環境に優しい都市づくり」に貢献する等、極めて公益性の高い事業を展開しており、お客さま、株主の皆さまをは

じめ、社会から常に信頼を得て発展し続けることを経営理念としている。

また、当社グループは現在、2009～2013年の中期経営計画において「天然ガスをコアとした総合エネルギー事

業」を進化・発展させ、天然ガスのより一層の普及・拡大と幅広い収益基盤の確立による当社グループの持続的成

長を目指している。そのためにLNGバリューチェーンの強化等への積極的な投資とオール東京ガスの総合力強化を

推進している。

当社は、こうした経営理念及び中長期の経営戦略に基づき、長期に安定した経営を行うとともに、お客さま、株主

の皆さま、その他のステークホルダーの皆さまに対し安定的かつバランスの取れた利益の配分を行うことにより、

着実な企業価値の向上を実現していくことを経営の基本方針としている。なお、株主さまへの還元については、本中

期経営計画期間中の総分配性向（連結当期純利益に対する配当と自社株取得額の割合）を６割とすることを目標

にしている。

当社は上場会社であり、当社株式の大量取得を目的とする買付けや買収提案が行われることも考えられるが、そ

の場合に応じるか否かは、最終的には当社の株主さま全体のご意思に基づき決定されるべきものと考えている。し

かしながら、株式の大量買付行為の中には、その目的・方法等からみて企業価値ひいては株主共同の利益を著しく

毀損するおそれがあるものがあり、当社はこうした大量買付行為を不適切であると判断する。判断にあたっては、買

付者の事業内容や将来の事業計画、並びに過去の投資行動等から、当該買付行為又は買収提案による当社企業価値

・株主共同の利益への影響を慎重に検討していく。

当社としては、不適切な大量買付行為に対する最大の防衛策は「企業価値の向上」であると考えており、その実

現のために中期経営計画の確実な達成に取り組んでいる。現在のところ、当社は具体的な買収の脅威にさらされて

おらず、いわゆる「買収防衛策」を予め導入することはしないが、市場動向等を常に注視し、当社株式を大量に取得

しようとする者が出現した場合には、直ちに当社として最も適切と考えられる措置を講じていく。

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発費総額は4,040百万円である。

　主な研究開発活動は主力事業である都市ガス事業を中心に行われており、3,798百万円である。

都市ガス以外の事業については、当該事業を営む連結子会社が中心となって、商品化開発等を行っている。器具及

びガス工事事業に係る研究開発費は221百万円、その他エネルギー事業に係る研究開発費は３百万円、その他の事業

に係る研究開発費は17百万円である。

　当第２四半期連結累計期間においては、研究開発活動の状況に重要な変更はない。　

(5）経営成績に重要な影響を与える要因

事業推進上の外部リスク要因

①　気温変動リスク

当社グループの年度売上高の約７割が都市ガスの販売によるもので、その販売量は気温の影響を受ける。家

庭用においては、主なガスの利用目的は給湯・暖房であるため、暖冬の場合にはガスの販売量が減少し減収・

減益要因となる。業務用においては、主な利用目的が空調であるため、夏場においては気温が低い場合、冬場に

おいては気温が高い場合に、それぞれガス販売量が減少し減収・減益要因となる。

気象庁発表の東京都千代田区における当第２四半期連結累計期間の平均気温は22.6℃だったが、当連結会計

年度の平均気温は通期で16.7℃を想定している。

②　原料購入価格変動リスク

当社が供給する都市ガスの主要原料であるLNGは海外から輸入しており、ドル建ての売買契約になっている

ため、円／ドル為替の変動リスクを受ける。また、ドル建てのLNG価格は原油価格に連動して決定されるため、国

際原油価格市場の変動リスクも受ける。

ただし、原料購入価格が変動しても変動分について最大５ヶ月遅れ（注１）でガス料金に反映する「原料費

調整制度（注２）」が適用されるため、年度を区切ると回収超過や回収不足が発生するが、中長期的には収支

への影響は軽微である。

為替及び原油価格の変動が第３四半期連結会計期間以後の当連結会計年度の売上総利益に与える影響額は、

以下のとおりである。

為替：１円／ドルの円安により、約1,500百万円減

原油価格：１ドル／バレルの価格上昇により、約1,100百万円減
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年平均為替相場と原油価格は、前連結会計年度がそれぞれ85.74円／ドル、84.15ドル／バレルであったのに

対し、当連結会計年度見通しにおいては、それぞれ79.88円／ドル、111.96ドル／バレルを想定している。

　（注）１　ガス料金への反映は、契約により５ヶ月遅れではない場合もある。

２　調整の上限がある。

③　金利変動リスク

当社の有利子負債は、長期・短期ともに概ね固定金利であるため、借入れ期間中の金利変動リスクは軽微で

ある。しかし、借り換え時等においては金利変動のリスクを受ける可能性がある。

④　株価変動リスク

当社の保有する株式は、業務上必要な企業との関係を維持するためのものが大部分である。そのうちマー

ケットリスクにさらされる可能性があるのは、上場株式の株価である。これら株式の扱いについては、管理規則

を設けている。

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　資産、負債及び純資産

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末から50,643百万円（2.8％）減少し、1,779,018百

万円となった。これは、LNG等原材料及び貯蔵品の残高の増加等があったものの、その他流動資産（未収入金）残

高の減少、現金及び預金残高の減少、並びに減価償却の進行による有形固定資産残高の減少があったこと等によ

るものである。

負債は、前連結会計年度末から3,655百万円（0.4％）増加し、959,222百万円となった。これは、未払法人税等残

高の減少があったものの、長期借入金の新規借入れがあったこと等によるものである。

純資産は、前連結会計年度末から54,299百万円（6.2％）減少し、819,795百万円となった。これは、自己株式の

市場買付（33,999百万円）、及び剰余金の配当（12,052百万円）があったこと等によるものである。

総資産の減少率に比べ、自己資本（株主資本及びその他の包括利益累計額の合計）の減少率が大きかった結

果、自己資本比率は45.2％と1.7ポイント下落した。　

②　連結キャッシュ・フロー

　
営業活動による
キャッシュ・フロー
（百万円）

投資活動による
キャッシュ・フロー
（百万円）

財務活動による
キャッシュ・フロー
（百万円）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

△3,786 △24,138 9,386

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

10,608 △119,204 68,781

　

(7）財務方針及び利益配分方針について

①　財務方針

持続的成長に向け積極的な原資投入を行う一方で、投資効率性、財務体質、株主配分にも留意し、バランスのと

れた財務戦略を実現していく。

イ　投資効率性

資本コストに留意し個別の投資判断を行うとともに、ROA（総資産利益率）を主要経営指標と位置付け、投資

効率の維持・向上を図る。

ロ　財務体質

現在の資金調達力を維持するとともに長期的なインフラ投資計画も勘案し、財務体質の健全性確保に努め

る。

ハ　株主配分・株主資本

総分配性向（連結当期純利益に対する配当と自社株取得の割合）目標を明確にし、株主の皆さまに経営の成

果を適切・タイムリーに配分していく。

またROE（自己資本利益率）を主要経営指標と位置付け、株主資本の有効活用に努める。

②　利益配分方針

「2009～2013年度グループ中期経営計画」期間中の株主の皆さまへの「総分配性向」の目標を、６割とする。

n年度総分配性向＝((n年度の年間配当金総額)＋(n＋１年度の自社株取得額))÷n年度連結当期純利益
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,500,000,000

計 6,500,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 2,590,715,2952,590,715,295

東京証券取引所(市場第一部)

大阪証券取引所(市場第一部)

名古屋証券取引所(市場第一部)

単元株式数

1,000株

計 2,590,715,2952,590,715,295 ― ―

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項なし。　

　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

(4)【ライツプランの内容】

該当事項なし。

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年８月12日　 △93,4782,590,715 ― 141,844 ― 2,065

（注）　平成23年７月29日開催の取締役会決議に基づき実施した自己株式の消却による減少である。
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(6)【大株主の状況】

　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１－６－６

日本生命証券管理部内
163,000 6.29

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

(信託口)
東京都中央区晴海１－８－11 138,493 5.35

第一生命保険株式会社

(常任代理人 資産管理サービス信託銀行株式

会社)

東京都千代田区有楽町１－13－１

(東京都中央区晴海１－８－12) 120,472 4.65

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信

託口)
東京都港区浜松町２－11－３ 100,091 3.86

SSBT OD05 OMNIBUS ACCOUNT - TREATY
CLIENTS

(常任代理人 香港上海銀行東京支店）

338 PITT STREET SYDNEY NSW
2000AUSTRALIA

(東京都中央区日本橋３－11－１)
52,547 2.03

東京瓦斯グループ従業員持株会 東京都港区海岸１－５－20 45,540 1.76

富国生命保険相互会社

 (常任代理人 資産管理サービス信託銀行株
式会社)

東京都千代田区内幸町２－２－２

(東京都中央区晴海１－８－12)

 

41,103 1.59

みずほ信託銀行株式会社退職給付信託第一生

命保険口再信託受託者資産管理サービス信託

銀行株式会社

東京都中央区晴海１－８－12 35,490 1.37

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２－３－１ 27,959 1.08

ステート　ストリート　バンク　アンド　トラス
ト　カンパニー
(常任代理人 香港上海銀行東京支店)

P.O.BOX 351 BOSTON
MASSACHUSETTS 02101 U.S.A.
(東京都中央区日本橋３－11－１)
　

27,949 1.08

計 ― 752,644 29.05

（注）　住友信託銀行株式会社、中央三井アセット信託銀行株式会社、中央三井アセットマネジメント株式会社及び日興

アセットマネジメント株式会社から、平成23年４月21日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成23年４月15

日現在でそれぞれ以下の株式を保有している旨の報告を受けたが、当社として当第２四半期会計期間末時点におけ

る実質所有株式数の確認ができないので、上記大株主の状況には含めていない。

　　　　なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

 住友信託銀行株式会社  大阪府大阪市中央区北浜四丁目５番33号 株式　65,114,762  　2.43 

 中央三井アセット信託銀行株

式会社
 東京都港区芝三丁目23番１号 株式　42,416,000  　1.58  

 中央三井アセットマネジメン

ト株式会社
 東京都港区芝三丁目23番１号 株式　 3,905,000  　0.15  

 日興アセットマネジメント株

式会社
 東京都港区赤坂九丁目７番１号 株式　25,856,000  　0.96  

　
　　　　また、株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社、三菱ＵＦＪ投信株式会社及び三菱ＵＦＪモルガ

ン・スタンレー証券株式会社から、平成23年７月19日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成23年７月11日

現在でそれぞれ株式を保有している旨の報告を受けた。その後、同社らから平成23年８月15日付の変更報告書の写

しの送付があり、平成23年８月８日現在でそれぞれ以下の株式を保有している旨の報告を受けたが、当社として当

第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができないので、前記大株主の状況には含めていない。
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　　　　なお、その変更報告書の内容は次のとおりである。　

　氏名又は名称 住所　
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）　

 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行  東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 　株式   5,744,128  　0.21  

 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社  東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 　株式　53,379,000  　1.99  

 三菱ＵＦＪ投信株式会社  東京都千代田区丸の内一丁目４番５号   株式　 6,896,000  　0.26  

 三菱ＵＦＪモルガン・スタン

レー証券株式会社
 東京都千代田区丸の内二丁目５番２号 株式　 2,598,709  　0.10  

　

(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容
無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式　　　5,956,000

(相互保有株式)
普通株式　　　　161,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　2,570,401,000 2,570,401 ―

単元未満株式 普通株式　　 14,197,295 ― ―

発行済株式総数 2,590,715,295 ― ―

総株主の議決権 ― 2,570,401 ―

　(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式9,000株(議決権９個)が含まれて

いる。

 ２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式57株及び相互保有株式1,260株の合計1,317株が

含まれている。

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)
東京瓦斯株式会社 東京都港区海岸１－５－20 5,956,000 ―　 5,956,000 0.23

(相互保有株式)
坂戸ガス株式会社 埼玉県坂戸市末広町３－５ 20,000 ― 20,000 0.00

東京ガスファーストエ
ナジー株式会社

埼玉県さいたま市西区土屋
584－２ 101,000 ― 101,000 0.00

東京ガスエコモ株式会
社

神奈川県横浜市港南区丸山
台２－12－１ 21,000 ― 21,000 0.00

東京ガスライフバル渋
谷株式会社

東京都渋谷区幡ヶ谷２－１
－13 14,000 ― 14,000 0.00

東京ガス葛飾エナジー
株式会社

東京都葛飾区青戸４－２－
８ 5,000 ― 5,000 0.00

計 ― 6,117,000 ― 6,117,000 0.24

　

２【役員の状況】

該当事項なし。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）及び「ガス事業会計規則」（昭和29年通商産業省令第15号）に基づいて作成している。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。

　

EDINET提出書類

東京瓦斯株式会社(E04514)

四半期報告書

11/24



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

固定資産

有形固定資産

製造設備 180,446 175,172

供給設備 461,109 447,938

業務設備 62,149 64,268

その他の設備 318,239 312,367

休止設備 447 439

建設仮勘定 97,850 106,123

有形固定資産合計 1,120,243 1,106,309

無形固定資産

のれん 1,198 970

その他無形固定資産 39,944 41,289

無形固定資産合計 41,143 42,259

投資その他の資産

投資有価証券 137,456 125,341

長期貸付金 21,340 24,914

繰延税金資産 39,085 40,359

その他投資 31,928 30,631

貸倒引当金 △909 △893

投資その他の資産合計 228,900 220,352

固定資産合計 1,390,286 1,368,922

流動資産

現金及び預金 90,302 76,021

受取手形及び売掛金 160,128 165,134

リース債権及びリース投資資産 26,789 27,483

商品及び製品 3,591 4,140

仕掛品 8,937 15,529

原材料及び貯蔵品 36,451 51,776

繰延税金資産 15,624 16,462

その他流動資産 98,096 54,122

貸倒引当金 △546 △575

流動資産合計 439,374 410,095

資産合計 1,829,661 1,779,018
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

固定負債

社債 311,492 311,493

長期借入金 188,239 204,946

繰延税金負債 17,330 14,790

退職給付引当金 96,870 91,346

ガスホルダー修繕引当金 3,565 3,256

資産除去債務 3,679 3,763

その他固定負債 25,535 25,549

固定負債合計 646,713 655,146

流動負債

1年以内に期限到来の固定負債 48,765 75,198

支払手形及び買掛金 76,180 76,546

短期借入金 17,825 18,420

未払法人税等 32,795 13,020

繰延税金負債 6 5

その他流動負債 133,281 120,884

流動負債合計 308,853 304,075

負債合計 955,567 959,222

純資産の部

株主資本

資本金 141,844 141,844

資本剰余金 2,065 2,065

利益剰余金 718,439 667,231

自己株式 △2,355 △2,179

株主資本合計 859,994 808,961

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,788 12,402

繰延ヘッジ損益 1,145 △567

為替換算調整勘定 △17,008 △16,421

その他の包括利益累計額合計 △1,073 △4,586

少数株主持分 15,174 15,420

純資産合計 874,094 819,795

負債純資産合計 1,829,661 1,779,018
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 ※1
 701,322

※1
 748,378

売上原価 447,160 526,928

売上総利益 254,162 221,449

供給販売費及び一般管理費

供給販売費 176,786 188,313

一般管理費 29,315 31,397

供給販売費及び一般管理費合計 ※2
 206,102

※2
 219,710

営業利益 48,059 1,739

営業外収益

受取利息 655 653

受取配当金 994 993

持分法による投資利益 2,127 1,799

為替差益 539 1,729

雑収入 5,633 3,383

営業外収益合計 9,950 8,559

営業外費用

支払利息 4,872 4,952

雑支出 7,267 3,414

営業外費用合計 12,140 8,367

経常利益 45,869 1,931

特別損失

投資有価証券評価損 2,314 4,835

特別損失合計 2,314 4,835

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

43,555 △2,904

法人税等 17,861 1,393

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

25,694 △4,297

少数株主利益 124 662

四半期純利益又は四半期純損失（△） 25,569 △4,959
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

25,694 △4,297

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,943 △2,367

繰延ヘッジ損益 △2,312 △1,456

為替換算調整勘定 △3,622 481

持分法適用会社に対する持分相当額 △301 △152

その他の包括利益合計 △13,180 △3,495

四半期包括利益 12,513 △7,792

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 12,416 △8,472

少数株主に係る四半期包括利益 96 680
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

43,555 △2,904

減価償却費 69,960 70,214

長期前払費用償却額 1,969 2,011

投資有価証券評価損益（△は益） 2,314 4,835

退職給付引当金の増減額（△は減少） △16,928 △5,523

受取利息及び受取配当金 △1,650 △1,646

支払利息 4,872 4,952

持分法による投資損益（△は益） △2,127 △1,799

売上債権の増減額（△は増加） 19,174 △5,801

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,305 △22,433

仕入債務の増減額（△は減少） △85,035 △15,799

前払費用の増減額（△は増加） △8,622 △8,518

未収入金の増減額（△は増加） 24,089 △1,822

その他 △9,006 1,084

小計 38,259 16,848

利息及び配当金の受取額 5,853 7,892

利息の支払額 △4,945 △4,994

法人税等の支払額 △28,558 △23,533

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,608 △3,786

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 3,180 1,900

投資有価証券の取得による支出 △21,029 △1,069

有形固定資産の取得による支出 △72,814 △58,735

無形固定資産の取得による支出 △5,086 △5,381

事業譲受による支出 △53 △1,550

固定資産の売却による収入 246 45,628

長期貸付けによる支出 △96 △4,327

その他 △23,551 △602

投資活動によるキャッシュ・フロー △119,204 △24,138

財務活動によるキャッシュ・フロー

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 84,000 12,000

長期借入れによる収入 11,498 37,648

長期借入金の返済による支出 △27,721 △14,019

社債の発行による収入 40,000 20,000

自己株式の取得による支出 △8,016 △34,026

配当金の支払額 △13,466 △12,040

その他 △17,513 △175

財務活動によるキャッシュ・フロー 68,781 9,386

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,906 251

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △41,720 △18,286

現金及び現金同等物の期首残高 112,868 92,048

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 68 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 71,216

※1
 73,761
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

税金費用の計算 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益（累計期間）に当該見積実効税率等を乗じて計算

している。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用している。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

１　偶発債務

（1）連結会社以外の会社の金融機関からの借入等に

 対する債務保証

MT Falcon Holdings Company, S.

A.P.I. de C.V.

10,036百万円

TOKYO TIMOR SEA RESOURCES INC.1,741 

六本木エネルギーサービス㈱ 684 

川崎天然ガス発電㈱ 684 

計 13,148 

　

　

（2）社債の債務履行引受契約に係る偶発債務

第14回無担保普通社債 29,500百万円

第15回無担保普通社債 9,200 

計 38,700 

 

１　偶発債務

（1）連結会社以外の会社の金融機関からの借入等に

 対する債務保証

MT Falcon Holdings Company, S.

A.P.I. de C.V.

9,336百万円

TOKYO TIMOR SEA RESOURCES INC.1,428　

川崎天然ガス発電㈱ 711 

六本木エネルギーサービス㈱ 647 

Cordova Gas Resources Ltd.1,529　

計 13,653 

　

（2）社債の債務履行引受契約に係る偶発債務

第14回無担保普通社債 29,500百万円

第15回無担保普通社債 9,200 

計 38,700 

　　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　ガス事業が、売上高の大半を占めているため、事業の

性質上気温等の影響により、著しい季節的変動があ

る。

※１　ガス事業が、売上高の大半を占めているため、事業の

性質上気温等の影響により、著しい季節的変動があ

る。

※２　供給販売費及び一般管理費のうち主な費目は次のと

おりである。

※２　供給販売費及び一般管理費のうち主な費目は次のと

おりである。

退職給付引当金引当額 △5,332百万円

ガスホルダー修繕引当金引当額 211 

貸倒引当金引当額 242 

減価償却費 47,883 
　

退職給付引当金引当額 4,951百万円

ガスホルダー修繕引当金引当額 227 

貸倒引当金引当額 313 

減価償却費 48,313 
　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年９月30日現在）

現金及び預金 65,464百万円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金等
△4,248

 

その他流動資産に含まれる

譲渡性預金
10,000

　

現金及び現金同等物 71,216 

　

現金及び預金 76,021百万円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金等
△2,260

 

現金及び現金同等物 73,761 
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１　配当金支払額

平成22年６月29日開催の定時株主総会において、次のとおり決議している。

  普通株式の配当に関する事項

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　13,493百万円

②　１株当たり配当額　　　　　　　　　5.00円

③　基準日　　　　　　　　　　　　　　平成22年３月31日

④　効力発生日　　　　　　　　　　　　平成22年６月30日

⑤　配当の原資　　　　　　　　　　　　利益剰余金

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

　末後となるもの　　　

平成22年10月29日開催の取締役会において、次のとおり決議している。

  普通株式の配当に関する事項

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　12,055百万円

②　１株当たり配当額　　　　　　　　　4.50円

③　基準日　　　　　　　　　　　　　　平成22年９月30日

④　効力発生日　　　　　　　　　　　　平成22年11月24日

⑤　配当の原資　　　　　　　　　　　　利益剰余金

３　株主資本の金額の著しい変動

(1) 自己株式の取得

　①　当社は、平成22年４月１日を合併期日として、当社の100％子会社であるティージー・エンタープライ

ズ㈱を、簡易合併の手続きにより吸収合併した。

この合併に反対する株主より、会社法第797条第１項による当社株式の買取請求があったことによ

り、自己株式の買取を以下のとおり実施した。

・　反対株主数　　　　　９名

・　買取請求を受けた日　平成22年３月29日～平成22年３月31日

・　買取請求株式数　　　普通株式16,537千株

・　買取株式数　　　　　普通株式14,037千株

※買取請求株式数と買取株式数の差2,500千株については反対株主より買取請求が撤回された。

・　取得価額　　　　　　5,783百万円

・　取得日　　　　　　　平成22年４月16日～平成22年４月21日

・　取得の方法　　　　　市場外取引

　②　当社は、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく自己株

式の取得のための市場買付を以下のとおり実施した。

なお、平成22年５月13日までの買付をもって平成22年４月28日開催の取締役会において決議した自

己株式の取得について、取得を終了した。

・　買付期間　　平成22年５月７日～平成22年５月13日（約定ベース）

・　買付株式数　5,531千株

・　買付総額　　2,199百万円

・　買付方法　　東京証券取引所における指定金外信託による市場買付

(2) 自己株式の消却

当社は、平成22年５月21日に開催した取締役会において、会社法第178条の規定に基づき自己株式を

消却することを決議し、以下のとおり実施した。

①　消却する株式の種類　当社普通株式

②　消却する株式の数　　19,568千株

③　消却実施日　　　　　平成22年６月７日
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１　配当金支払額

平成23年６月29日開催の定時株主総会において、次のとおり決議している。

  普通株式の配当に関する事項

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　12,052百万円

②　１株当たり配当額　　　　　　　　　4.50円

③　基準日　　　　　　　　　　　　　　平成23年３月31日

④　効力発生日　　　　　　　　　　　　平成23年６月30日

⑤　配当の原資　　　　　　　　　　　　利益剰余金

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

　末後となるもの　

平成23年10月31日開催の取締役会において、次のとおり決議している。

  普通株式の配当に関する事項

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　11,631百万円

②　１株当たり配当額　　　　　　　　　4.50円

③　基準日　　　　　　　　　　　　　　平成23年９月30日

④　効力発生日　　　　　　　　　　　　平成23年11月24日

⑤　配当の原資　　　　　　　　　　　　利益剰余金

３　株主資本の金額の著しい変動

(1) 自己株式の取得

当社は、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく自己株

式の取得のための市場買付を以下のとおり実施した。

なお、平成23年７月21日までの買付をもって、平成23年４月28日開催の取締役会において決議した自

己株式の取得について、取得を終了した。

①　買付期間　　平成23年５月31日～平成23年７月21日（約定ベース）

②　買付株式数　93,478千株

③　買付総額　　33,999百万円

④　買付方法　　東京証券取引所における指定金外信託による市場買付

(2) 自己株式の消却

当社は、平成23年７月29日に開催した取締役会において、会社法第178条の規定に基づき自己株式を消

却することを決議し、以下のとおり実施した。

①　消却する株式の種類　当社普通株式

②　消却する株式の数　　93,478千株

③　消却実施日　　　　　平成23年８月12日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円）

 
 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）　

都市ガス
器具及び
ガス工事

その他
エネルギー

不動産 計

売上高       　   

外部顧客への

売上高
491,81669,36599,3416,023666,54734,774701,322 － 701,322

セグメント間の

　内部売上高又は

　振替高

30,0145,4516,11810,50452,08936,32688,415△88,415 －

計 521,83074,817105,46016,527718,63671,101789,738△88,415701,322

セグメント利益 55,006 807 5,1183,93264,8652,77667,641△19,58148,059

  （注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、情報処理サービス事業、

船舶事業、クレジット・リース事業等を含んでいる。

２　セグメント利益の調整額△19,581百万円には、セグメント間取引消去794百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△20,376百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費である。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 （単位：百万円）

　
 

　報告セグメント　
その他　
（注１）　

合計
調整額
（注２）　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）　

都市ガス
器具及び
ガス工事

その他
エネルギー

不動産 計

売上高       　   

外部顧客への

売上高
513,70370,340118,9475,361708,35340,024748,378 － 748,378

セグメント間の

　内部売上高又は

　振替高

40,6967,29615,2909,43372,71833,393106,111△106,111 －

計 554,40077,637134,23814,795781,07173,418854,489△106,111748,378

セグメント利益 14,260 510 3,2042,60020,5761,50122,078△20,3391,739

  （注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、情報処理サービス事業、

船舶事業、クレジット・リース事業等を含んでいる。

２　セグメント利益の調整額△20,339百万円には、セグメント間取引消去1,665百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△22,004百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費である。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（金融商品関係）

金融商品について、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められるものはないため、記載を省略してい

る。

（有価証券関係）

有価証券について、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められるものはないため、記載を省略してい

る。

（デリバティブ取引関係）

デリバティブ取引（ヘッジ会計が適用されているものは除く。）において、前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められるものはないため、記載を省略している。

（企業結合等関係）

該当事項なし。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

 １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額(△）
９円54銭 △１円89銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
25,569 △4,959

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（百万円）
25,569 △4,959

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,680,012 2,621,295

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

（重要な後発事象）

該当事項なし。

　

２【その他】

第212期中間配当に関する取締役会決議について

平成23年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議している。

①　中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　 11,631百万円

②　１株当たりの金額　                                 4.50円

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日       平成23年11月24日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月14日

東京瓦斯株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員　　

 公認会計士 佐々　誠一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 柿沼　幸二　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 三浦　　勝　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京瓦斯株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京瓦斯株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュ－報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデ－タ自体は含まれていない。
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